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第
五
冊
の
は
じ
め
に

　
『
文も
ん

選ぜ
ん

詩
篇
』
第
五
冊
に
は
、
巻
二
八
と
巻
二
九
、
部
立
て
で
は
「
楽が

府ふ

」
の
後
半
、
「
挽ば
ん

歌か

」
、

「
雑ざ
っ

歌か

」
、
そ
し
て
「
雑ざ
っ

詩し

」
の
前
半
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
楽
府
」
は
も
と
も
と
民
間
で
う
た
わ
れ
て
い
た
歌
謡
だ
っ
た
の
で
す
が
、
文
人
も
そ
れ
に
倣

っ
て
作
り
始
め
ま
し
た
。
中
国
古
典
文
学
に
は
時
に
知
識
階
級
の
人
び
と
が
庶
民
の
文
芸
を
取
り

込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
楽
府
も
そ
う
し
て
詩
の
一
部
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
楽
府
下
」
は
は
じ
め
に
六
朝
を
代
表
す
る
文
学
者
陸り
く

機き

の
楽
府
が
十
七
首
な
ら
べ
ら
れ
、
以

下
す
べ
て
文
人
の
楽
府
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
人
の
楽
府
に
は
、
本
来
の
楽
府
の
か
た
ち
を

な
ぞ
っ
た
、
い
わ
ば
模
擬
的
な
作
品
か
ら
、
固
有
の
作
者
の
姿
が
揺よ
う

曳え
い

す
る
も
の
ま
で
幅
が
あ
り

ま
す
。
一
般
の
詩
と
の
差
異
を
求
め
れ
ば
、
楽
府
は
た
と
え
作
者
の
個
々
の
状
況
や
心
情
が
映
さ

れ
る
に
せ
よ
、
話
者
は
あ
く
ま
で
楽
府
の
歌
い
手
と
し
て
の
立
場
か
ら
う
た
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
一
般
の
詩
で
あ
っ
て
も
、
作
者
と
話
者
（
詩
の
な
か
に
お
け
る
発
話
者
）
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と
は
短
絡
す
べ
き
で
な
い
で
し
ょ
う
が
、
楽
府
の
場
合
は
そ
の
区
別
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
詩
人
は
楽
府
作
品
の
な
か
で
楽
府
の
歌
い
手
と
い
う
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
楽
府
に
お
け
る
作
者
と
話
者
の
間
の
隔
た
り
は
、
「
あ
そ
び
」
の
空
間
を
生
み
出
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
も
文
学
が
そ
も
そ
も
「
あ
そ
び
」
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

文
学
作
品
を
す
べ
て
作
者
自
身
の
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
表
白
だ
と
と
ら
え
て
し
ま
う
の
は
、
偏
狭
に

す
ぎ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
挽
歌
」
も
本
来
は
民
間
で
う
た
わ
れ
た
「
薤か
い

露ろ

」
「
蒿こ
う

里り

」（『
文
選
』
に
は
未
収
録
）と
い
う
、
人

の
死
を
悼
む
歌
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
歌
の
な
か
で
も
葬
送
に
関
わ
る
作
で
す
。

　
「
雑
歌
」
の
は
じ
め
に
は
秦
の
始
皇
帝
暗
殺
を
果
た
せ
ず
に
殺
さ
れ
た
荊け
い

軻か

、
宿
敵
項こ
う

羽う

ら
を

打
ち
破
っ
て
漢
王
朝
を
立
ち
上
げ
た
漢
の
高
祖
劉り
ゅ

邦う
ほ
う、
秦
漢
の
交
に
位
置
す
る
二
人
の
作
が
な
ら

び
ま
す
。
『
文
選
』
に
は
採
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
『
史
記
』
に
見
え
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
垓が
い

下か

の

歌
」
も
、
項
羽
が
劉
邦
の
軍
に
追
い
詰
め
ら
れ
最
期
を
前
に
し
た
歌
で
す
。
そ
う
し
て
み
る
と
、

ど
う
や
ら
こ
の
時
期
の
歌
は
、
劇
の
な
か
の
最
も
盛
り
上
が
っ
た
場
面
で
主
人
公
が
う
た
っ
た
歌

と
考
え
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。
と
す
る
と
、
荊
軻
と
か
劉
邦
と
か
は
作
者
で
は
な
く
、
主
人
公
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と
い
う
べ
き
で
す
。
そ
も
そ
も
前
漢
に
は
、
意
外
な
こ
と
で
す
が
、
実
は
詩
は
の
こ
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
前
漢
の
時
期
に
は
、
散
文
と
詩
の
中
間
に
位
置
す
る
「
賦
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
文
学

の
中
心
だ
っ
た
の
で
す
。

　

巻
二
七
四
の
「
郊こ
う

廟び
ょ
う」

「
楽
府
上
」
か
ら
始
ま
っ
た
「
歌
」
は
、
本
冊
巻
二
八
の
「
楽
府
下
」

「
挽
歌
」
「
雑
歌
」
で
終
わ
り
、
再
び
狭
義
の
「
詩
」
に
も
ど
っ
て
、
巻
二
九
の
「
雑
詩
上
」
は

「
古
詩
十
九
首
」（
一
九
六
頁
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。
作
者
未
詳
の
「
古
詩
十
九
首
」
は
、
五
言
の
楽

府
詩
と
建け
ん

安あ
ん

詩
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
、
は
な
は
だ
重
要
な
作
品
群
で
す
。
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
抒

情
は
人
生
の
は
か
な
さ
か
ら
生
じ
る
悲
し
み
と
満
た
さ
れ
な
い
恋
の
悲
し
み
、
そ
の
二
つ
に
ま
と

め
ら
れ
ま
す
。
人
生
の
無
常
と
恋
の
悲
哀
と
い
う
と
、
ま
る
で
日
本
の
文
学
の
よ
う
で
す
が
、
中

国
の
詩
で
も
そ
の
後
も
流
れ
続
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
や
中
国
に
限
ら
ず
、
ど

の
国
の
抒
情
詩
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
中
国
の
士
大
夫
の
文
学
は
そ
う
し

た
感
傷
に
浸
る
こ
と
な
く
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
人
間
の
力
を
肯
定
し
、
生
き
る
意
欲
を
う
た

お
う
と
す
る
、
そ
こ
に
中
国
古
典
詩
の
特
質
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
登
場
し
た

の
が
建
安
の
文
学
で
あ
り
、
建
安
文
学
こ
そ
中
国
の
詩
の
始
ま
り
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
す
。
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「
雑
詩
」
は
「
古
詩
十
九
首
」
、
前
漢
の
李り
り

陵ょ
う

、
蘇そ

武ぶ

、
後
漢
の
張ち
ょ

衡う
こ
う、

そ
し
て
以
下
に
建
安
詩

人
の
作
が
続
き
ま
す
。
ま
ず
作
者
未
詳
の
詩
を
置
い
て
、
以
下
は
作
者
の
時
代
順
に
な
ら
べ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
李
陵
・
蘇
武
の
詩
を
編
者
が
前
漢
の
人
の
作
と
理
解
し
て
い
た
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

李
陵
、
蘇
武
に
仮
託
さ
れ
た
作
で
あ
ろ
う
と
、
と
り
あ
え
ず
は
こ
こ
に
収
め
て
お
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
詩
の
分
類
に
収
め
き
れ
な
い
作
が
「
雑
詩
」
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
時
の
経
過
に
対
す
る
感
慨
、
友
へ
の
思
い
、
異
性
へ
の
思
い

な
ど
、
多
様
な
テ
ー
マ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
雑
然
と
し
た
集
ま
り
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
に
主
題
を
も
っ
た
重
い
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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凡　

例

一
、
本
書
は
梁
・
昭
明
太
子
編
『
文
選
』
、
そ
の
「
詩
篇
」
の
部
（
巻
一
九―

巻
三
一
）に
収
め
ら

れ
た
全
作
品
の
原
文
・
訓
読
・
訳
・
語
注
で
あ
る
（
全
六
冊
）
。
各
詩
篇
の
末
尾
に
は
補
釈
を
付

し
て
理
解
の
補
い
と
し
た
。

二
、
本
書
の
底
本
に
は
、
通
行
す
る
い
わ
ゆ
る
胡こ

刻こ
く

本ぼ
ん

を
用
い
た
。
唐
・
李
善
の
注
を
付
し
た

『
文
選
』
を
、
胡こ

克こ
く

家か

が
清
の
嘉か

慶け
い

十
四
年
（
一
八
〇
九
）に
刊
行
し
た
本
で
あ
る
。

三
、
本
文
は
一
部
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
「
胡
氏
考
異
」（
胡
刻
本
付
載
）に
従
っ
た
場
合
は
特
に
注

記
せ
ず
、
集
注
本
、
九
条
本
な
ど
他
の
諸
本
に
よ
っ
て
改
め
た
場
合
の
み
、
そ
の
旨
を
記
し
た

（
『
文
選
』
の
諸
本
お
よ
び
注
釈
に
つ
い
て
は
、
第
一
冊
末
の
「
文
献
解
説
」
を
参
照
）
。

四
、
原
文
は
正
字
を
用
い
、
底
本
が
異
体
字
の
場
合
は
正
字
に
改
め
た
。
訓
読
以
下
は
通
行
の
字

体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
の
「
堯
」
な
ど
、
あ
え
て
正
字
を
用
い
た
場
合
も
あ
る
。

五
、
連
作
の
詩
で
底
本
の
詩
題
に
「
○
○
首
」
と
あ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
「
其
の
一
」
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「
其
の
二
」
と
記
し
た
。
底
本
に
そ
の
記
載
が
な
く
、
李
善
の
注
が
「
其
一
」
「
其
二
」
と
分
け

て
い
る
詩
に
は
、
「
（
一
）
」
「
（
二
）
」
と
記
し
た
。

六
、
語
注
な
ど
に
『
文
選
』
所
収
の
作
品
を
引
用
す
る
場
合
は
、
『
文
選
』
の
巻
数
・
作
者
・
題

名
を
記
し
た
。
本
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
作
品
に
は
、
さ
ら
に
分
冊
数
を
一
二
の
よ
う
に
示
し
た
。

七
、
詩
人
に
つ
い
て
は
、
各
冊
の
初
出
に
作
者
小
伝
を
設
け
、
簡
単
に
紹
介
し
た
。

八
、
語
注
の
末
尾
に
各
詩
篇
の
押
韻
を
記
し
た
。
韻
字
の
読
み
は
漢
音
に
よ
る
。
換
韻
す
る
箇
所

は
「
／
」
で
示
し
た
。

九
、
付
録
と
し
て
、
各
巻
の
末
尾
に
コ
ラ
ム
を
載
せ
た
。
ま
た
、
「
は
じ
め
に
」
・
系
図
／
地
図
を

全
冊
に
、
文
献
解
説
・
解
説
を
第
一
冊
に
、
年
表
・
索
引
を
第
六
冊
に
掲
載
し
た
（
文
献
解
説
・

索
引
は
富
永
、
系
図
／
地
図
は
緑
川
、
年
表
は
釜
谷
、
「
は
じ
め
に
」
・
解
説
は
川
合
に
よ
る
）
。

十
、
各
冊
の
カ
バ
ー
・
巻
扉
の
図
版
は
、
宇
佐
美
文
理
氏
の
選
定
に
よ
る
。
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目　
　

次

第
五
冊
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は
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…
…
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非
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う

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
毘
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行
（
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ち
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う
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ょ
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く

行つ
こ
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車
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う
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…
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…　
簸
微

　

君
子
有
所
思
行
（
君く
ん

子し

有ゆ
う

所し
ょ

思し

行こ
う

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
備
非

　

齊
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う

行こ
う
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
備
尾

　

長
安
有
狹
邪
行
（
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ょ
う

安あ
ん

有ゆ
う

狭き
ょ

邪う
し
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こ
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…
…
…
…
…
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…
…
…
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行こ
う
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…
…
…
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…
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…
…
…
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う
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
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微
避

　

呉
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行こ
う
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
微
簸

　

短
歌
行
（
短た
ん

歌か

行こ
う

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
枇
避

　

日
出
東
南
隅
行　

或
曰
羅
敷
豔
歌
（
日に
っ

出し
ゅ

東つ
と

南う
な

隅ん
ぐ

行う
こ
う

　

或あ
る

い
は
曰い

う　

羅ら

敷ふ

艶え
ん

歌か

） 

　

…
…　
枇
簸

　

前
緩
聲
歌
（
前ぜ
ん

緩か
ん

声せ
い

歌か

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
毘
飛

　

塘
上
行
（
塘と
う

上じ
ょ

行う
こ
う） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
毘
微
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う
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
避
非

樂
府
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首
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楽が

府ふ
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ゅ
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…
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そ
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う
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吟ぎ
ん

） 

　

…
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…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
避
毘

　

出
自
薊
北
門
行
（
出し
ゅ

自つ
じ

薊け
い

北ほ
く

門も
ん

行こ
う

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
非
備

　

結
客
少
年
場
行
（
結け
っ

客か
く

少し
ょ
う

年ね
ん

場じ
ょ

行う
こ
う） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
飛
避

　

東
門
行
（
東と
う

門も
ん

行こ
う

） 
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
飛
簸

　

苦
熱
行
（
苦く

熱ね
つ

行こ
う

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
飛
枇

　

白
頭
吟
（
白は
く

頭と
う

吟ぎ
ん

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
樋
樋

　

放
歌
行
（
放ほ
う

歌か

行こ
う

） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
樋
枇

　

升
天
行
（
升し
ょ

天う
て

行ん
こ
う） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
簸
樋

鼓
吹
曲
（
鼓こ
す

吹い
き

曲ょ
く

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

南な
ん

斉せ
い

・
謝し
ゃ

朓ち
ょ
う…

非
簸
枇
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挽ば
ん

歌か�

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
備
非

挽
歌
詩
（
挽ば
ん

歌か

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

魏ぎ

・
繆
び
ゅ
う

襲し
ゅ
う…

非
備
飛

挽
歌
詩
三
首
（
挽ば
ん

歌か

詩し

三さ
ん

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
陸り
く

機き

…
非
備
備

挽
歌
詩
（
挽ば
ん

歌か

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

東と
う

晋し
ん

・
陶と
う

淵え
ん

明め
い

…
非
尾
毘

雑ざ
っ

歌か�

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
微
樋

歌
一
首
現
序
（
歌う
た

一い
っ

首し
ゅ　

現な
ら

び
に
序じ
ょ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

先せ
ん

秦し
ん

・
荊け
い

軻か

…
非
微
樋

歌
一
首
現
序
（
歌う
た

一い
っ

首し
ゅ　

現な
ら

び
に
序じ
ょ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

漢か
ん

・
高こ
う

祖そ

…
非
微
尾

扶
風
歌
（
扶ふ

風ふ
う

歌か

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
劉り
ゅ

琨う
こ
ん…

非
微
枇

中
山
王
孺
子
妾
歌
（
中ち
ゅ

山う
ざ

王ん
お
うの

孺じ
ゅ

子し
し

妾ょ
う

の
歌う
た

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

南な
ん

斉せ
い

・
陸り
く

厥け
つ

…
非
枇
微

コ
ラ
ム　

楽
府　
　
非
毘
非

巻
二
九　

雑
詩
上
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雑ざ
っ

詩し

上�　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
毘
尾

古
詩
十
九
首
（
古こ

詩し
じ

十ゅ
う

九き
ゅ

首う
し
ゅ） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
非
毘
尾

與
蘇
武
三
首
（
蘇そ

武ぶ

に
与あ
た

う
三さ
ん

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

漢か
ん

・
李り
り

陵ょ
う

…
飛
備
非

詩
四
首
（
詩し

四し

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

漢か
ん

・
蘇そ

武ぶ

…
飛
備
枇

四
愁
詩
四
首
現
序
（
四し
し

愁ゅ
う

の
詩し

四し

首し
ゅ　

現な
ら

び
に
序じ
ょ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

後ご

漢か
ん

・
張ち
ょ

衡う
こ
う…

飛
微
非

　

一
思
曰
（
一い
ち

の
思お
も

い
に
曰い
わ

く
） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飛
微
簸

　

二
思
曰
（
二に

の
思お
も

い
に
曰い
わ

く
） 
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飛
微
尾

　

三
思
曰
（
三さ
ん

の
思お
も

い
に
曰い
わ

く
） 
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飛
微
枇

　

四
思
曰
（
四し

の
思お
も

い
に
曰い
わ

く
） 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飛
微
毘

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

魏ぎ

・
王お
う

粲さ
ん

…
飛
枇
非

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

魏ぎ

・
劉り
ゅ

楨う
て
い…

飛
枇
備

雜
詩
二
首
（
雑ざ
っ

詩し

二に

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

魏ぎ

・
文ぶ
ん

帝て
い（

曹そ
う

丕ひ

）
…
飛
枇
枇

朔
風
詩
（
朔さ
く

風ふ
う

の
詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

魏ぎ

・
曹そ
う

植し
ょ
く…

飛
毘
備
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雜
詩
六
首
（
雑ざ
っ

詩し

六ろ
く

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

曹
植
…
樋
避
樋

情
詩
（
情じ
ょ
う

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

曹
植
…
樋
非
尾

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

魏ぎ

・
嵆け
い

康こ
う

…
樋
非
毘

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
傅ふ

玄げ
ん

…
樋
飛
樋

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
張ち
ょ

華う
か

…
樋
飛
枇

情
詩
二
首
（
情じ
ょ

詩う
し

二に

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

張
華
…
樋
樋
非

園
葵
詩
（
園え
ん

葵き

の
詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
陸り
く

機き

…
樋
樋
尾

思
友
人
詩
（
友ゆ
う

人じ
ん

を
思お
も

う
詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
曹そ
う

攄ち
ょ

…
樋
簸
避

感
塩
詩
（
感か
ん

旧き
ゅ
うの
詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

曹
攄
…
樋
簸
備

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
何か
し

劭ょ
う

…
樋
簸
毘

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
王お
う

讃さ
ん

…
樋
備
飛

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
棗そ
う

拠き
ょ

…
樋
備
備

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
左さ

思し

…
樋
尾
非

雜
詩
（
雑ざ
っ

詩し

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
張ち
ょ

翰う
か
ん…

樋
尾
簸
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雜
詩
十
首
（
雑ざ
っ

詩し

十じ
っ

首し
ゅ

） 　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

晋し
ん

・
張
ち
ょ
う

協き
ょ
う…

樋
尾
微

コ
ラ
ム　

古
詩
十
九
首　
　
簸
避
簸

地　

図　
　
簸
避
枇
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全
六
冊
の
構
成

第
一
冊　

巻
一
九
（
補
亡
、
述
徳
、
勧
励
）
、
巻
二
〇
（
献
詩
、
公
讌
、
祖
餞
）
、
巻
二
一
（
詠

史
）

第
二
冊　

巻
二
一
（
詠
史
（
続
）
、
百
一
、
遊
仙
）
、
巻
二
二
（
招
隠
、
反
招
隠
、
遊
覧
）
、
巻
二

三
（
詠
懐
、
哀
傷
）

第
三
冊　

巻
二
三
（
贈
答
一
）
、
巻
二
四
（
贈
答
二
）
、
巻
二
五
（
贈
答
三
）

第
四
冊　

巻
二
五
（
贈
答
三
（
続
）
）
、
巻
二
六
（
贈
答
四
、
行
旅
上
）
、
巻
二
七
（
行
旅
下
、

軍
戎
、
郊
廟
、
楽
府
上
）

第
五
冊　

巻
二
八
（
楽
府
下
、
挽
歌
、
雑
歌
）
、
巻
二
九
（
雑
詩
上
）

第
六
冊　

巻
三
〇
（
雑
詩
下
、
雑
擬
上
）
、
巻
三
一
（
雑
擬
下
）
、
文
選
序



文
　
　
選
　
詩
篇
㈤





「蘇武牧羊図」民国・王震，
橋本コレクション

巻
二
八　
　

楽
府
下
、
挽
歌
、
雑
歌
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楽が

府ふ

下

樂
府
十
七
首 

　

楽が

府ふ
じ

十ゅ
う

七し
ち

首し
ゅ 

陸り
く

機き

　

猛
虎
行 

　
　

猛も
う

虎こ

行こ
う

1　
渴
不
飮
盜
泉
水 

渇か
っ

す
る
も
盗と
う

泉せ
ん

の
水み
ず

を
飲の

ま
ず

2　
熱
不
息
惡
木
陰 

熱ね
っ

す
る
も
悪あ
く

木ぼ
く

の
陰か
げ

に
息い
こ

わ
ず

3　
惡
木
豈
無
枝 
悪あ
く

木ぼ
く　

豈あ

に
枝え
だ

無な

か
ら
ん
や

4　
志
士
多
苦
心 
志し

士し　

苦く

心し
ん

多お
お

し

5　
整
駕
肅
時
命 
駕が

を
整と
と
のえ

て
時じ

命め
い

を
粛つ
つ
しみ

6　
杖
策
將
遠
尋 

策つ
え

を
杖と

り
て
将ま
さ

に
遠と
お

く
尋た
ず

ね
ん
と
す

7　
飢
食
猛
虎
窟 

飢う

え
て
は
猛も
う

虎こ

の
窟い
わ
やに
食く

ら
い

8　
寒
棲
野
雀
林 

寒さ
む

く
し
て
野や
じ

雀ゃ
く

の
林は
や
しに
棲や
ど

る

9　
日
歸
功
未
建 

日ひ

帰か
え

る
も
功こ
う

未い
ま

だ
建た

た
ず

10　
時
往
歲
載
陰 

時と
き

往ゆ

き
て
歳と
し

は
載す
な
わち

陰く

る
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11　
崇
雲
臨
岸
駭 

崇す
う

雲う
ん　

岸き
し

に
臨の
ぞ

み
て
駭お

き

12　
鳴
條
随
風
吟 

鳴め
い

条じ
ょ
う
　

風か
ぜ

に
随し
た
がい

て
吟ぎ
ん

ず

13　
靜
言
幽
谷
底 

静し
ず

か
に
言お
も

う　

幽ゆ
う

谷こ
く

の
底そ
こ

14　
長
嘯
高
山
岑 

長
ち
ょ
う

嘯し
ょ
うす　

高こ
う

山ざ
ん

の
岑み
ね

15　
急
絃
無
懦
甥 

急き
ゅ

絃う
げ
ん

　

懦だ
き

響ょ
う

無な

く

16　
亮
卓

難
爲
音 

亮り
ょ

節う
せ
つ

　

音お
と

を
為な

し
難が
た

し

17　
人
生
誠
未
易 

人じ
ん

生せ
い　

誠ま
こ
とに

未い
ま

だ
易や
す

か
ら
ず

18　
曷
云
開
此
衿 
曷な
ん

ぞ
云こ
こ

に
此こ

の
衿え
り

を
開ひ
ら

か
ん

19　
眷
我
耿
介
懷 
我わ

が
耿こ
う

介か
い

の
懐お
も

い
を
眷か
え
りみ

て

20　
俯
仰
愧
古
今 

俯ふ
ぎ

仰ょ
う

し
て
古こ

今き
ん

に
愧は

ず

楽が

府ふ

十
七
首

　

猛も
う

虎こ

行こ
う

　

の
ど
が
渇
い
て
も
盗
泉
の
水
は
飲
ま
な
い
。
暑
く
て
も
悪
木
の
影
に
休
ま
な
い
。

　

悪
木
に
枝
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
志
高
き
者
は
辛
苦
を
な
め
て
も
不
義
を
避
け
る
。

　

馬
車
の
支
度
を
調
え
て
君
命
を
か
し
こ
み
、
杖つ

え

を
手
に
遠
い
旅
に
向
か
う
。
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飢
え
れ
ば
猛
虎
の
岩
屋
の
な
か
で
食
ら
い
、
寒
け
れ
ば
雀す
ず
めの
巣
く
う
林
の
な
か
で
宿
る
。

　

日
は
西
の
山
に
帰
る
の
に
、
功
績
は
ま
だ
挙
げ
ら
れ
ぬ
。
時
は
過
ぎ
、
歳
暮
も
近
づ
く
。

　

高
い
雲
が
岸
を
見
下
ろ
す
か
に
も
く
も
く
と
湧
き
起
こ
り
、
木
々
の
枝
は
風
に
吹
か
れ
て
ざ
わ
ざ
わ

と
音
を
立
て
る
。

　

深
い
谷
底
で
静
か
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
び
え
る
山
の
峰
で
声
長
く
嘯う

そ
ぶく
。

　

激
し
く
か
き
鳴
ら
す
絃げ

ん

に
弛ゆ
る

ん
だ
響
き
は
な
く
、
き
っ
ぱ
り
し
た
調
子
は
並
み
の
音
を
な
さ
ぬ
ほ
ど

に
強
い
。

　

人
生
は
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ぬ
も
の
。
こ
の
胸
の
思
い
を
解
き
放
つ
こ
と
は
で
き
よ
う
か
。

　

高こ
う

邁ま
い

な
志
を
保
つ
だ
け
の
己
れ
を
顧
み
て
、
上
を
仰
ぎ
下
に
俯ふ

し
て
古
今
の
人
び
と
に
恥
じ
入
る
。

陸り
く

機き　

二
六
一―

三
〇
三　

字あ
ざ
なは
士し

衡こ
う

。
呉
郡
（
江
蘇
省
蘇
州
市
）の
人
。
三
国
呉
の
名
門
の
家
に
生
ま

れ
た
が
、
呉
は
陸
機
二
十
歳
の
時
、
晋
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
の
ち
に
晋
に
召
さ
れ
て
、
弟
の
陸り
く

雲う
ん

と
と
も

に
都
洛ら
く

陽よ
う

に
赴
く
。
亡
国
呉
の
出
身
者
に
対
す
る
侮
往
や
生
来
の
才
知
に
対
す
る
嫉
妬
を
受
け
る
な
か

で
、
保
身
と
出
世
を
求
め
て
そ
の
時
々
の
権
力
者
に
就
く
が
、
結
局
、
讒ざ
ん

言げ
ん

に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。

文
学
の
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
作
品
を
の
こ
し
、
『
文
選
』
に
採
録
さ
れ
た
五
十
二
首
と
い
う
詩
の
数
は
最

も
多
い
。
楽
府
に
も
他
を
圧
す
る
十
七
首
が
録
さ
れ
る
の
は
、
創
作
の
幅
の
広
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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『
詩
品
』
上
品
。

0
「
猛
虎
行
」
は
楽が

府ふ

題
。
遠
く
旅
す
る
人
の
苦
難
を
う
た
う
。

1
・
2　
い
か
が
わ
し
い
物
に
は
近

寄
ら
な
い
潔
癖
さ
を
い
う
成
語
。
「
盗
泉
」
は
李
善
の
引
く
『
尸し

子し

』
に
「
孔
子　

勝し
ょ

母う
ぼ（
地
名
）に
至

り
、
暮
れ
た
る
も
宿
せ
ず
。
盗
泉

0

0

（
地
名
）に
過よ
ぎ

り
、
渇0

す
る
も
飲0

ま
ず
（
不0

）
。
其
の
名
を
悪に
く

め
ば
な

り
」
。
「
悪
木
」
は
李
善
の
引
く
『
管
子
』
に
「
夫そ

れ
士
は
耿こ
う

介か
い

の
心
（
節
義
心
）を
懐い
だ

き
、
悪
木

0

0

の
枝0

に

蔭い
ん

せ
ず
（
木
陰
に
入
ら
な
い
）
。
悪
木
す
ら
尚な

お
能よ

く
之
を
恥
ず
。
況い
わ

ん
や
悪
人
と
同と
も

に
処お

る
を
や
」
。

4
「
志
士
」
は
我
が
身
を
捨
て
て
も
仁
を
大
切
に
す
る
人
。
『
論
語
』
衛え
い

霊れ
い

公こ
う

に
「
志
士

0

0

仁
人
は
、
生

を
求
め
て
以
て
仁
を
害
す
る
こ
と
無
く
、
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ
と
有
り
」
。
「
苦
心
」
は
心
を

砕
く
こ
と
。

5
「
整
駕
」
は
馬
車
の
支
度
を
す
る
。
「
時
命
」
は
「
時こ

の
命
」
の
意
味
で
、
王
の
命

令
を
い
う
。
『
尚
書
』
説え
つ

命め
い

上
に
、
殷
の
高こ
う

宗そ
う（

武ぶ

丁て
い

）が
傅ふ

説え
つ

に
命
じ
て
「
予わ

が
時
命

0

0

を
欽つ
つ
しめ

」
。

6

「
策
」
は
竹
製
の
細
い
杖
。
『
荘
子
』
譲
王
に
、
周
の
祖
先
大だ
い

王お
う

亶た
ん

父ぽ

に
つ
い
て
「
筴つ
え（

策0

）を
杖0

り
て
之

（
萎ひ
ん

の
地
）を
去
り
、
民
相
い
連
な
り
て
之
に
従
う
」
。

7
・
8　
衣
食
の
た
め
に
は
邪
悪
な
も
の
、
野

卑
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
生
活
を
と
も
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
李
善
が
題
下
に
引

く
「
古こ

猛も
う

虎こ

行こ
う

」
に
「
飢0

う
る
も
猛
虎

0

0

に
従
い
て
食0

ら
わ
ず
、
暮
る
る
も
野
雀

0

0

に
従
い
て
棲0

ら
ず
」
。

こ
こ
で
は
そ
れ
を
反
転
し
て
用
い
て
旅
の
苦
難
を
あ
ら
わ
す
。

9　
一
日
の
時
間
が
過
ぎ
て
も
手
柄

を
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。
「
日
帰
」
は
日
が
暮
れ
る
。
『
大だ

戴た
い

礼ら
い

記き

』
誥こ
う

志し

に
「
日0

は
西
に
帰0

り
、
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明
を
東
に
起
こ
す
」
。

10　
前
句
が
一
日
の
終
わ
り
を
い
う
の
に
続
け
て
、
一
年
が
過
ぎ
去
る
こ
と
を

い
う
。
「
歳
陰
」
は
秋
冬
に
な
る
。

11
「
駭
」
は
勢
い
さ
か
ん
に
起
こ
る
。
雲
が
湧
き
起
こ
る
の
は

世
の
不
穏
な
情
勢
を
い
う
か
。

12　
太
平
の
世
に
は
風
は
五
日
に
一
日
吹
く
の
み
、
そ
れ
も
枝
を
揺

る
が
す
ほ
ど
強
い
風
は
吹
か
な
い
と
し
て
（
『
論ろ
ん

衡こ
う

』
是し

応お
う

な
ど
）
、
「
風0　

条0

（
え
だ
）を
鳴0

ら
さ
ず
」
は

成
語
化
し
て
い
る
。
こ
こ
で
枝
が
風
で
音
を
立
て
る
の
は
太
平
な
ら
ざ
る
世
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

13
「
静
言
」
は
『
詩
経
』
嬉は
い

風ふ
う

・
柏は
く

舟し
ゅ
うの
「
静0

か
に
言0

（
こ
こ
）に
之
を
思
う
」
な
ど
、
『
詩
経
』
に
よ

く
見
ら
れ
る
語
。
そ
れ
を
借
り
て
こ
こ
で
は
「
静
言
」
二
字
で
「
静
言
思
之
」
四
字
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

「
幽
谷
」
は
人
跡
稀ま
れ

な
深
い
谷
。
『
詩
経
』
小
雅
・
伐ば
つ

木ぼ
く

に
、
鳥
に
つ
い
て
「
幽
谷

0

0

自よ

り
出い

で
て
、
喬
き
ょ
う

木ぼ
く

に
遷う
つ

る
」
。

14
「
長
嘯
」
は
声
を
長
く
引
き
延
ば
し
て
詠
唱
す
る
。
多
く
隠
者
の
行
為
。
『
楚
辞
』
九

歎
・
思し

古こ

に
「
深
水
に
臨
み
て
長
嘯

0

0

す
」
。
「
岑
」
は
山
頂
。

15
「
急
絃
」
は
絃
を
せ
わ
し
く
弾
く
。

「
懦
響
」
は
柔
弱
な
音
。

16
「
亮
節
」
は
「
明
瞭
な
音
節
」
の
意
味
で
前
の
句
と
対
を
な
し
つ
つ
、

「
堅
固
な
節
操
」
の
意
味
を
掛
け
る
。
「
難
為
音
」
は
世
間
一
般
の
音
と
同
調
で
き
な
い
こ
と
、
俗
な
音

を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

17　
魏
・
王お
う

粲さ
ん

「
蔡さ
い

子し

篤と
く

に
贈
る
詩
」（
巻
二
三
）三
に
「
人
生

0

0

は
実
ま
こ
と

に
難か
た

し
」
。

18
「
曷
」
は
「
何
」
に
通
じ
て
反
語
の
助
字
。
「
云
」
は
そ
れ
に
添
え
た
助
字
。
「
開
衿
」

は
わ
だ
か
ま
る
思
い
を
解
き
放
つ
。
苦
難
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
人
生
に
あ
っ
て
、
心
は
常
に
重
苦
し
い

こ
と
を
い
う
。

19
「
眷
」
は
ふ
り
か
え
っ
て
見
つ
め
る
。
「
耿
介
」
は
高
邁
な
精
神
を
抱
く
こ
と
。
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双
声
の
語
。
『
楚
辞
』
九
弁
に
「
独
り
耿
介

0

0

に
し
て
随
わ
ず
、
願
わ
く
は
先
聖
の
遺
教
を
慕
わ
ん
」
。

20
「
俯
仰
」
は
上
を
見
た
り
下
を
見
た
り
。
「
愧
古
今
」
は
高
い
志
を
抱
き
な
が
ら
も
行
動
に
移
せ
な

い
自
分
を
古
今
の
賢
者
に
対
し
て
恥
じ
る
。
『
孟
子
』
尽じ
ん

心し
ん

上
の
「
仰0

ぎ
て
天
に
愧0

じ
ず
、
俯0

し
て
人

に
棋は

じ
ず
」
を
反
転
し
て
用
い
る
。

○
押
韻　

陰い
ん

・
心し
ん

・
尋し
ん

・
林り
ん

・
陰い
ん

・
吟ぎ
ん

・
岑し
ん

・
音い
ん

・
衿き
ん

・
今き
ん

陸り
く

機き

の
楽が

府ふ

は
十
七
首
も
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
歌
謡
的
な
民
間
の
楽
府
か
ら
離
れ
、

士
大
夫
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
思
弁
を
盛
り
込
む
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

本
詩
は
安
逸
に
逃
げ
込
ま
ず
、
精
神
を
高
く
掲
げ
て
生
き
る
こ
と
と
そ
の
苦
難
を
、
旅
人
に
託

し
て
う
た
う
。
君
命
を
受
け
て
遠
い
地
へ
向
け
て
旅
立
つ
と
い
う
設
定
は
、
大
い
な
る
使
命
を
自

覚
し
た
生
き
方
の
隠
喩
か
。
食
べ
る
物
、
泊
ま
る
場
所
に
も
苦
を
厭い

と

う
こ
と
な
く
、
た
だ
時
間
が

せ
ま
り
何
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
に
焦
燥
す
る
。
生
活
や
金
銭
に
流
さ
れ
ず
、
精
神
の
矜き

ょ

持う
じ

を
保
つ
こ
と
こ
そ
、
志
士
の
姿
。
模
範
と
す
る
の
は
歴
史
の
な
か
の
人
物
。
そ
れ
と
比
べ
な
が
ら

厳
し
く
自
分
を
律
す
る
。

　

君
子
行 

　
　

君く
ん

子し

行こ
う

1　
天
道
夷
且
富 

天て
ん

道ど
う

は
夷た
い

ら
か
に
し
て
且か

つ
簡か
ん

た
り

❖
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2　
人
道
嶮
而
難 

人じ
ん

道ど
う

は
嶮け
わ

し
く
し
て
難か
た

し

3　
休
咎
相
乘
躡 

休
き
ゅ
う

咎き
ゅ
う

　

相あ

い
乗
じ
ょ
う

躡じ
ょ
うし

4　
翻
覆
若
波
瀾 

翻は
ん

覆ぷ
く

す
る
こ
と
波は

瀾ら
ん

の
若ご
と

し

5　
去
疾
苦
不
遠 

疾あ

し
き
を
去さ

る
は
遠と
お

か
ら
ざ
る
に
苦く
る

し
み

6　
疑
似
實
生
患 

疑ぎ

似じ

は
実ま
こ
とに

患う
れ

い
を
生し
ょ
うず

7　
近
火
固
宜
熱 

火ひ

に
近ち
か

づ
け
ば
固も
と

よ
り
宜よ
ろ

し
く
熱あ
つ

か
る
べ
く

8　
履
冰
豈
惡
寒 

氷こ
お
りを
履ふ

め
ば
豈あ

に
寒さ
む

き
を
悪に
く

ま
ん
や

9　
掇
蜂
滅
天
道 
蜂は
ち

を
掇と

り
て
天て
ん

道ど
う

を
滅ほ
ろ

ぼ
し

10　
拾
塵
惑
孔
顏 
塵ち
り

を
拾ひ
ろ

い
て
孔こ
う

顔が
ん

を
惑ま
ど

わ
す

11　
逐
臣
尚
何
有 

逐ち
く

臣し
ん

も
尚な

お
何な
に

か
有あ

ら
ん

12　
曳

友
焉
足
歎 

棄き

友ゆ
う

も
焉い
ず

く
ん
ぞ
歎な
げ

く
に
足た

ら
ん

13　
福
鍾
恆
有
兆 

福ふ
く

の
鍾あ
つ

ま
る
は
恒つ
ね

に
兆き
ざ

し
有あ

り

14　
恩

集
非
無
端 

禍
わ
ざ
わ
いの
集あ
つ

ま
る
も
端は
し

無な

き
に
非あ
ら

ず

15　
天
損
未
易
辭 

天て
ん

損そ
ん

は
未い
ま

だ
辞じ

す
る
に
易や
す

か
ら
ず

16　
人
益
猶
可
汚 

人じ
ん

益え
き

は
猶な

お
汚よ
ろ
こぶ

べ
し



27　　　君子行（陸機）

17　
朗
鑑
豈
遠
假 

朗ろ
う

鑑か
ん　

豈あ

に
遠と
お

く
仮か

ら
ん
や

18　
取
之
在
傾
冠 

之こ
れ

を
取と

る
は
傾け
い

冠か
ん

に
在あ

り

19　
近
情
苦
自
信 

近き
ん

情じ
ょ
うは
苦は
な
はだ
自み
ず
から
信し
ん

ず

20　
君
子
防
未
然 

君く
ん

子し

は
未み

然ぜ
ん

に
防ふ
せ

ぐ

　

君く
ん

子し

行こ
う

　

天
の
あ
り
か
た
は
平
ら
か
で
簡
素
な
も
の
。
人
の
あ
り
か
た
は
険
し
く
困
難
な
も
の
。

　

禍
と
福
と
が
代
わ
る
代
わ
る
か
ぶ
さ
っ
て
来
て
、
反
転
す
る
さ
ま
は
ま
る
で
大
波
の
よ
う
。

　

悪
事
を
払
お
う
に
も
遠
く
に
は
棄
て
ら
れ
ず
、
正
邪
ま
ぎ
ら
わ
し
い
事
は
ま
こ
と
に
煩
わ
し
い
。

　

火
に
近
づ
け
ば
熱
い
の
は
当
た
り
前
。
氷
を
踏
め
ば
冷
た
い
の
は
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
。

　

蜂
を
つ
ま
ん
だ
た
め
に
親
子
の
自
然
の
縁
も
切
れ
、
塵ち

り

を
拾
い
上
げ
た
こ
と
で
孔
子
と
顔が
ん

回か
い

の
師
弟

の
間
に
ひ
び
が
入
る
。

　

君
主
に
放
逐
さ
れ
て
も
何
ら
悲
し
む
こ
と
は
な
く
、
友
人
に
棄
て
ら
れ
て
も
嘆
く
こ
と
で
は
な
い
。

　

福
禄
が
到
来
す
る
の
に
は
い
つ
も
徴
候
が
あ
り
、
災
禍
の
集
来
に
も
端
緒
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

天
の
も
た
ら
す
損
害
は
避
け
が
た
い
も
の
、
人
の
も
た
ら
す
利
益
は
そ
の
ま
ま
喜
べ
ば
よ
い
。

　

手
本
と
な
る
鏡
は
遠
く
に
求
め
ず
と
も
よ
い
。
鏡
を
手
に
取
れ
ば
冠
が
傾
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
。
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小
人
は
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
信
じ
て
し
ま
う
が
、
君
子
は
事
の
起
こ
る
前
に
防
ぐ
も
の
。

0
「
君
子
行
」
は
楽が

府ふ

題
。

1
・
2
「
夷
」
は
平
坦
、
「
嶮
」
は
険
阻
。
「
天
道
」
は
自
然
で
あ
る
ゆ

え
に
本
来
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
人
道
」
は
複
雑
で
難
儀
が
多
い
と
い
う
。

『
荘
子
』
在ざ
い

宥ゆ
う

に
「
天
道

0

0

有
り
、
人
道

0

0

有
り
。
無
為
に
し
て
尊
き
者
は
、
天
道

0

0

な
り
。
有
為
に
し
て
累
わ
ず
ら

わ
し
き
者
は
、
人
道

0

0

な
り
」
。

3
「
休
」
は
さ
い
わ
い
、
「
咎
」
は
災
い
。
『
尚
書
』
洪こ
う

範は
ん

に
、
天
が

人
に
く
だ
す
「
庶
徴
（
さ
ま
ざ
ま
な
徴
候
）
」
の
な
か
で
、
気
候
・
天
候
が
正
常
な
の
が
「
休0

徴
」
、
異

常
な
の
が
「
咎0

徴
」
、
そ
れ
は
君
主
し
だ
い
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
天
の
与
え
る
禍
福
よ

り
も
、
人
間
関
係
に
お
け
る
幸
不
幸
を
指
す
。
「
乗
躡
」
は
前
の
物
の
上
に
後
の
物
が
乗
り
上
げ
る
。

「
躡
」
は
踏
む
。

4
「
翻
覆
」
は
ひ
っ
く
り
返
る
さ
ま
。
双
声
の
語
。

5　
悪
い
事
を
遠
ざ
け
よ
う

と
し
て
も
遠
く
に
棄
て
ら
れ
な
い
の
が
困
る
、
の
意
。
『
左
伝
』
哀
公
元
年
、
伍ご

子し

胥し
ょ

が
呉
王
夫ふ

差さ

を

諫い
さ

め
た
言
葉
に
「
徳
を
樹た

つ
る
は
滋し
げ

き
に
如し

く
は
莫な

く
、
疾0

し
き
を
去0

る
は
尽
く
す
に
如
く
は
莫
し
」
。

「
疾
」
は
悪
。

6　
悪
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
さ
ら
に
困
る
。
『
呂り
ょ

氏し
し

春ゅ
ん

秋じ
ゅ
う』
慎し
ん

行こ
う

論ろ
ん

・
疑0

似0

に
「
人
を
し
て
大
い
に
迷
惑
せ
し
む
る
者
は
、
必
ず
物
の
相
い
似0

た
る
者
な
り
。
玉
人
（
玉
の
研
磨

工
）の
患0

う
る
所
は
、
石
の
玉
に
似
た
る
者
を
患0

う
」
。

7
・
8　
火
に
近
づ
け
ば
熱
く
、
氷
を
踏
め
ば

冷
た
い
の
は
当
然
。
『
論
衡
』
寒か
ん

温お
ん

に
「
夫そ

れ
水
に
近
づ
け
ば
則
ち
寒0

く
、
火0

に
近0

づ
け
ば
則
ち
温
か

な
り
」
。
「
履
氷
」
は
『
詩
経
』
小
雅
・
小し
ょ

宛う
え
んの
「
薄
氷0

を
履0

む
が
如
し
」
を
用
い
る
。

9
・
10　
親
子


